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P. 5～自治大学校派遣職員　　
　　   受講レポート
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左）　新規採用職員研修
中央）事業スクラップ研修
右）　新規採用職員研修　班で協力し積み上げたストロータワー

GOOD!!
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令和６年度に自治研修所で実施する研修
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研修プログラム等詳細については、「令和６年度研修概要」をご確認ください。



　研修では、「ある人物の行動や思考パターン」を題材に、仕事の優先順
位のつけ方や、スケジュールの立て方などを学びました。事例ごとに、グ
ループワークでの話し合いの時間がとられ、問題点や改善点について活発
な意見交換がされていました。また、「段取り力」「先延ばし癖」につい
ての質問に答えることで自分の仕事の進め方の傾向を知ることもでき、多
くの発見と気づきがあった研修となりました。
　受講者からは、「仕事が進むようになり気持ちに余裕ができた」との感
想があり、研修効果を実感している方も多いようです。

  ・自分のスケジュールの立て方を見直したい

  ・仕事が思うように進まず焦りや不安を感じやすい

・段取り良く仕事を進める上での自身の弱点が把握できた。
・計画を立てる際の注意点、優先順位のつけ方など例を基にグルー
　プで深く考えることができた。業務に活用できると思った。

　今年度実施した能力開
発研修の中から、３つの
研修をピックアップし、
ご紹介します。
　どの研修も熱量のある
研修で、講師の言葉を聞
き漏らすまいとメモをと
る受講者の姿が印象的で
した。

 ・クレーム対応にどのように対応したらいいのか、楽しく学ぶこ
　 とができた。今回学んだ聞き方・話し方等を仕事に活かしてい
　 きたい。
 ・受講後の電話対応においては、「始まりと終わりには、相手に
　 感謝の気持ちを伝える」ことを意識している。　

     ・クレーム対応で困っている 

     ・クレームに適切に対応したい

　情報・サービスの氾濫（携帯電話やネットの普及等）、価値観の多様化、
我慢できない風潮、組織への要求の変化などにより、近年クレームはます
ます増加する傾向にあります。地方公共団体もその例外ではありません。
しかも、個人だけでは対応できないような、難しいクレームが増えてきて
います。
　研修では、そんなクレームへの基本姿勢・手順や電話対応のポイントな
ど、職場に戻ってから実際に使うことができる実践的で即効性のあるスキ
ル・ノウハウを数多く学ぶことができました。
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  ・部下とのコミュニケーションの取り方に悩んでいる

  ・コーチングの手法を習得したい 

　コーチングの３つのスキル「傾聴」「質問」「承認」、これらのスキル
のポイントを学び、演習を通して習得していく研修です。グループでの演
習が多く、椅子のみの配置としていることも特徴です。
　演習では、聞き手、話し手、観察者でグループを構成し、役割を交代し
ながらロールプレイしていきます。
　所属や職種の異なる相手との演習で、緊張感がありつつも実践的な体験
ができました。部下への指導だけでなく、職場でのコミュニケーションに
も活用できる内容となっていました。

・「傾聴」「質問」のスキルは大変参考になった。職場ミーティン　
　グで活用したい。
・実際にロールプレイすることで、受容し肯定的に受け止めること　
　の大事さを理解できた。　



自治大学校派遣職員
受講レポート
　今年度派遣された２名の職員から受講レポートを

いただきました。
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高尾山登山（宇佐美主任：中央看板横）

政策立案演習表彰式（宇佐美主任：左から３番目）

研修生の誕生日会（宇佐美主任：最後列中央）
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